
里親学生支援事業として３回目、医学科で初めての卒業生を送り出しました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       2014年3月31日

平成２６年３月１０日（月）に平成２５年度滋賀医科大学の卒業式が挙行され、里親学生

支援事業としては、３回目、医学科では初めての卒業生（医学科１５名、看護学科９名）

を送り出しました。卒業式当日は、例年にはない小雪の舞う寒い一日となりましたが、

ほぼ全員の登録学生が集まり、里親学生支援室員が卒業生を囲んで記念撮影を行い

ました。垰田室長からは、「長い意味で滋賀県になんらかの形で貢献してほしい、また

今度は後輩たちに支援をしてやってほしい」との言葉がありました。

プチ里親の方から勉強会のお知らせです（４月１９日開催）

2014年3月25日

「彦根市の地域医療を守る会」　第２６回　勉強会

日　時　：　４月１９日（土）１０：００〜１１：３０

場　所　：　彦根市立病院　医療情報センター

テーマ　：　「より良い病院を目指して」

講　師　：　彦根市立病院　事務局長　川嶋恒紹氏

☆詳しくは、こちらをご覧ください⇒⇒⇒   彦根市の地域医療を守る会　２６回.pdf
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ＦＤ（教育技能）研修会・意見交換会を開催しました

2014年2月 6日

1月23日（木）瀬田アーバンホテルにおいて「地域里親学生支援事業」の一環である「ＦＤ研修会・意見交換会」を開催しました。

今回の研修会では、里親学生支援室員で解剖学講座の相見良成准教授から、昨年6月28日に滋賀医科大学内に開設された「開
放型基礎医学教育センター『SUMSメディカルミュージアム』について」と題して、講演いただきました。
　　講演では、これまで学生の講義のために所有していた多くの基礎医学教育資源を集中管理するとともに、滋賀県内の小中高生へ

の出前授業・高大連携授業や医育機関の学生の教育はもとより、地域の方々にも利用してもらえるように広く社会に公開している旨

のお話がありました。

　つづいて里親学生支援室長で、社会医学講座の垰田和史准教授から、今春初めて里親学生支援事業として医学科の学生を社会

に送り出すことになり、今後、益々この事業の真価を発揮していきたい旨の挨拶がありました。

　その後は、和やかな雰囲気の中、出席者の自己紹介などを含め意見交換や懇談が行われました。

　学生たちからは、「地域里親学生支援事業は、人と人のつながりを大切にする将来役立つ内容なので、これからも積極的に参加し

ていきたい」などの感想や、また、里親の先生からは、「日々の仕事では、主に患者さんとの関わりしかないが、このような事業に参加

することで、後輩学生との交流をしたい」などの意見が聞かれました。

　お忙しい中、ご出席いただきました皆様、ありがとうございました。
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１月１０日に「第１回卒業後の自分を考える連続自主講座」を開催しました

2014年1月30日

   １月１０日（金）午後６時から本学教職員ロビーにおいて「第１回卒
業後の自分を考える連続自主講座」を開催しました。

   本講座は今回が初めての試みであり、事前に学生から講演のテー
マについて希望を募り、今回は、救急で働かれている医師（できれば
女性医師）の先輩に、仕事と家庭の両立と、自分で開業すること（親
の病院を継ぐわけではない）についての、お話をうかがいました。

　講師には、滋賀医科大学医学科卒業生（５期生）で、きづきクリニッ
ク院長の木築野百合先生をお招きし、滋賀医科大学への入学から現
在の開業への道のりについて、お話を伺いました。それぞれの岐路
では人とのかかわりがあり、決して自分ひとりで現在の自分がある訳
ではないという話を伺い、参加した１３名の学生は、先生のお話から
伝わる、周りの方々への感謝の気持ちや、何事にも前向きに考える
姿勢に、将来への勇気と元気をもらいました。ご多忙の中ご講演いた
だきました木築先生、本当に有難うございました。

   なお、この「卒業後の自分を考える連続自主講座」は、定期的に学
生が希望する講演テーマで開催します。ご要望をどしどしNPO法人滋
賀医療人育成協力機構（里親学生支援室）までお寄せください。

プチ里親の方から　地域医療フォーラムのお知らせです（２月９日開催）

2014年1月23日

彦根市地域医療フォーラム

『幸せな最期を考える』

　第Ⅰ部　特別講演

NPO法人　ささえる医療研究所　代表　村　上　智　彦　氏

　「これからの医療

“覚悟”　“愛着”　“物語”　を語る」

　第Ⅱ部　質問タイム

回答者　  村上　智彦氏（NPO法人　ささえる医療研究所　代表）
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　金子　隆昭氏（彦根市立病院　院長）

　松木　　　明氏（松木診療所　所長）

柴田　 恵子氏（彦根市立病院訪問看護ステーション）

日　時　：　２月９日（日）　午前９時３０分開演　午前１１時４５分終了予定

会  場　：  ひこね市文化プラザ　メッセホール

☆詳しくは、こちらのチラシをご覧ください
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環びわ湖大学地域交流フェスタでポスター発表を行いました

2013年12月27日

平成２５年１２月１４日（土）龍谷大学　瀬田キャ
ンパスにおいて開催された『環びわ湖　大学地域交
流フェスタ２０１３　「地域に根ざす人づくり」』
において、地域の住民や団体等とともに、大学・学
生が地域の課題解決や魅力の発掘、情報発信などに
取り組んでいる地域を元気にする活動のポスター発
表に、“地域「里親」学生支援事業”についてのポ
スターを出展しました。
当日は、滋賀県で学ぶ学生や地域住民など多数の
方々が、ブースにお越しいただきました。

【お知らせ】「里親学生支援事業」FD研修会・意見交換会のご案内
2013年12月19日

 「里親」・「プチ里親」にご登録いただいている
 みなさま方へ

 滋賀県に勤務されている
 医師・看護師・保健師・助産師のみなさま方へ

　里親学生支援室では、下記のとおり「里親学生支援事業」の
一環としてFD研修会・意見交換会を開催いたします。　
　本会は、日頃お世話になっている皆さまと里親学生支援室員
や里親事業登録学生との意見交換や交流の場としております。
　寒さ厳しい頃とは存じますが、事業に対するご意見等を賜り
たく、お時間のご都合がつきましたら、是非ともご出席くださ
いますようご案内いたします。
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記

日　時　：　平成２６年１月２３日（木）　　
午後６時から１時間３０分程度

会　場　：　瀬田アーバンホテル　３Ｆ
 大津市大萱１丁目１６−１
ＴＥＬ.０７７−５４３−６１１１
   （JR瀬田駅下車　徒歩１分）

講　演　：　滋賀医科大学　　里親学生支援室員
解剖学講座（神経形態学）准教授　相見　良成

テーマ
「滋賀医科大学の新しい取り組み

開放型基礎医学教育センター　
ＳＵＭＳメディカルミュージアムについて」

（予定）

その他  ：　当日は軽食を用意いたします。

 お申込みは、　１２月２７日（金）　までに　
里親学生支援室にご連絡ください。

里親募集に関するQ＆A
2013年12月17日

Ｑ１：卒業生でなくても「里親」の対象になるのですか？

滋賀医科大学の卒業生だけでなく、滋賀県在住又は、滋賀県内に
勤務されている医師・保健師・看護師・助産師の方であれば、
「里親バンク」にご登録いただけます。

Ｑ２：「里親」に登録した後は具体的に何をすれば良いのです
か？

学生とのマッチングが成立した場合は、メールなどを通じて学生
と日常的に交流し、学生生活・将来の進路などの相談にのってい
ただくようお願いします。その後、お時間が取れるようでしたら
勤務先の医療施設の見学やご自宅への訪問等、実際に学生に会っ
て交流を深めていただきたいと思います。 また、学内外で行う研
修会や懇談会にご参加いただき、「里親」・学生・支援室員間で
の情報や認識の共有化を図っていただければ結構です。

Ｑ３：どの程度束縛されますか？　忙しくてもその合間で協力し
たいのですが・・

Ｑ２の答えの内容とは別にFD研修会の参加や、年２回の研修旅行
の際の「学生との交流会」への参加だけでも結構です。
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Ｑ４：学生とのマッチングは、どのように決まるのですか？

里親としてご登録いただきましたら、マッチングに関するアンケ
ートの質問事項にお答えいただき、プログラム参加登録の学生の
希望を最優先し、慎重に進めて参ります。

Ｑ５：学生とはどのくらいの頻度で連絡を取り合うのですか？

強制ではありませんが、月１〜２回程度メールでの交流を図って
下さい。
決められた「話題」について、メール交換を行う場合もありま
す。

Ｑ６：評価体系はどのようになっていますか？

ご協力いただける里親やプチ里親の方々に対して、学生や里親学
生支援室から評価を行うものではありません。 年度末などに簡
単なアンケートを実施し、より良いプログラムとなるよう参考に
させていただき、次年度に向けて内容を修正していく予定です。

Ｑ７：途中で退会できますか？

退会はできますが、年度途中の退会は、できるだけ避けてくだ
さい。年度替りに継続の意思確認を行います。

プチ里親とは

2013年12月17日

プチ里親チラシを参照ください　⇒ プチ里親チ
ラシ

里親とは

2013年12月17日

里親チラシを参照ください　⇒　 里親チラシ

学生の皆さんへ

2013年12月17日

地域「里親」学生支援事業に参加希望の皆さんへ
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まずは、「登録」

　新入生オリエンテーションや医学概論Ⅰなどの時間を利用し
て事業の説明を行います。所定の申込用紙に、必要事項を記入
の上、学生課入試室横の里親学生支援室まで、提出して下さ
い。

　編入生については、別途適当な時期に学内メールで案内させ
ていただきます。

また、年度途中での登録、新入生に限らず事業への登録は可能
です。里親学生支援室へお尋ねください。

「登録」手続きがすんだら

　登録後、登録当初に記載いただいたマッチングアンケートを
もとに、里親の先生とのマッチングを行います。決定後、メー
ルで連絡しますので、すみやかに里親学生支援室（学生課入試
室横）まで書類を取りに来て下さい。その後、里親の先生との
交流が始まります。メールでの交流以外にも、宿泊研修の中で
実施する交流会、冬に実施する意見交換会などを通じて、参加
される里親やプチ里親との交流をはかってください。

研修旅行について

　夏期・春期休暇の時期に、滋賀県内の各地域（１回に１か
所、年２回実施、約３年で滋賀県の保健医療圏をめぐっていま
す）の医療と歴史・文化を学ぶ一泊二日の宿泊研修をNPO法人
滋賀医療人育成協力機構と協同で実施しています。医学科と看
護学科の学生が交流する機会にもなっています。また、自治医
科大学の学生も参加するので、滋賀県のこと・将来のことを語
り合う機会にもなります。

地域医療ワークショップ

　里親学生支援室、NPO法人滋賀医療人育成協力機構と自治医
科大学同窓会とが協力して「地域医療ワークショップ」（地域
医療に実際に取り組んでおられる先生方を訪問し、実際の活動
を見学させていただきます）を企画しています。地域医療に興
味のある方に特におススメです。是非参加して下さい。

事業について

2013年12月17日

　文部科学省の「平成１９年度新たな社会的ニーズに対応した
学生支援プログラム」に地域医療を担う医師・看護師の育成を
めざす地域参加型支援事業『地域「里親」による医学生支援プ
ログラム』（里親GP）が採択され、２００７年１１月から２０
１１年３月の期限付きで文部科学省からの補助金を受けて実施
してきました。補助金終了後は、里親ＧＰに参加した学生たち
や事業に参加してくださった地域の皆さまからの応援を受けて
引き続き大学の独自の事業として継続実施することとなりまし
た。また、「里親」学生支援活動の経験を生かして、「滋賀県
が好き」な医学生や看護学生をみんなで応援するために「ＮＰ
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Ｏ法人滋賀医療人育成協力機構」が２０１１年７月に設立され
私たちと共同の取り組みを展開しています。

プログラム立案の背景等　⇒　

医大ニュースvol.17.bmp

里親学生支援室だより　ＮＯ.１〜ＮＯ.６、ダイジェスト版
2013年12月17日

「湖北地方で宿泊研修をしました」　2008年9月5〜6日開催
⇒里親学生支援室だよりＮＯ.1.pdf

「湖西地方で宿泊研修をしました」　2009年2月20〜21日開催
⇒里親学生支援室だよりNO.2.pdf

「里親である佐藤眼科院長の佐藤先生にプログラムについての感想を伺いました」

⇒ダイジェスト版20090409.pdf

「湖東地域で宿泊研修を実施しました」2009年9月3〜4日開催
⇒里親学生支援室だよりNO.3.pdf

「甲賀地域で宿泊研修を実施しました」2010年3月8〜9日開催
⇒里親学生支援室だよりNO.4.pdf 

「彦根・米原・伊吹山方面で宿泊研修を実施しました」2010年8月26〜27日開催
⇒里親学生支援室だよりNO.5.pdf 

「大津市西部地区・草津方面で宿泊研修を実施しました」2011年3月15〜16日開催
⇒里親学生支援室だよりNO.６.pdf 
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学園祭で地域「里親」ブースを設けました

2013年10月31日

１０月２６日（土）〜２７日（日）に滋賀医科大学の学園祭
（若鮎祭）が開催され、里親学生支援室もブースを設けまし
た。

場所は、昨年と同様に福利棟の一角を借り、今年もＮＰＯ法人
滋賀医療人育成協力機構との合同でのブースとなりました。今
年は、台風接近で学園祭の開催が危ぶまれましたが、両日とも
何とか無事開催することができました。

ブースでは、「里親学生支援室だより」の拡大版や宿泊研修で
の写真（⇒ 平成２４年度　春の宿泊研修　平成２５年度　夏の
宿泊研修.pdf）の掲示を行ったほか、宿泊研修におけるご講演
やＮＰＯ法人滋賀医療人育成協力機構　広報誌「めでる４号」
でも取り上げた　早川　一光先生の医学概論Ⅰの授業風景のビ
デオを継続的に上映しました。

また、「学生支援ニュース」等の発行物を自由にお持ち帰りい
ただけるようにして、里親学生支援室の取り組みを広くＰＲす
るよう努めました。

 

 

 

 

 

 

 

ご来場のうえブースにお立ち寄りいただいた皆さま、ありがとうご
いました。

 

 

学園祭での地域「里親」ブース設置のご案内

2013年10月17日

里親学生支援室では、学園祭（若鮎祭http://www.shiga-

med.ac.jp/~wakaayu/）期間中に地域「里親」ブースをＮＰＯ法

人滋賀医療人育成協力機構と合同で設け、事業の紹介や活動内

容等がご覧いただけるビデオの放映や写真等の展示を行いま

す。

お時間のご都合がつきましたら、是非お越しください。

ブース開設時間

https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/10/31094416.html
https://satooya.shiga-med.ac.jp/%CA%BF%C0%AE%A3%B2%A3%B4%C7%AF%C5%D9%A1%A1%BD%D5%A4%CE%BD%C9%C7%F1%B8%A6%BD%A4%A1%A1%CA%BF%C0%AE%A3%B2%A3%B5%C7%AF%C5%D9%A1%A1%B2%C6%A4%CE%BD%C9%C7%F1%B8%A6%BD%A4.pdf
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0725.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0722.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/10/17154110.html
http://www.shiga-med.ac.jp/~wakaayu/


日時　：　平成２４年１０月２６日（土）　

　　　　　　　　　　　　　１２：００〜１７：００

１０月２７日（日)

　　　１０：００〜１６：００
 

場所　：　滋賀医科大学　福利棟１Ｆ
 
 
☞☞☞　 学祭案内チラシ.pdf

彦根・米原方面での宿泊研修を実施しました！！

2013年10月 4日

8月28日（水）29日（木）に彦根・米原方面で平成25年度夏の宿泊研修

を実施し、里親登録学生を含めた本学学生12名と自治医科大学学生4名が

参加しました。

 
1日目は、大学を出発し、まず、最初に地域の魅力を伝える目的で米原

市にある滋賀県最高峰の伊吹山へ向かいました。8合目駐車場でバスを降

り、山頂を目指して登山をしました。登山道の周りには、高山植物が咲

き乱れ、頂上からの展望は素晴らしく、すがすがしい山の空気を胸いっ

ぱいに深呼吸することができました。

 
 

 

 

 

 

 

　午後からは、彦根市にある彦根市立病院を訪問しました。まず、金子

病院長からの挨拶の後、学生からは簡単な自己紹介をしました。その

後、循環器科池田医長から「彦根市立病院での救急医療について」、小

児科西島部長からは「医師が働きやすい職場づくりについて」と題し

て、ご講演をいただきました。池田医長のご講演では、実際に救急搬送

された症例を挙げて彦根市立病院での救急医療の特徴についてご説明い

ただきました。また、西島部長のご講演では、女性医師が働きやすい職

場は、男性医師も働きやすい職場であり、彦根市立病院では、院内保育

所を365日開けており、毎週火・木曜日には24時間保育を行うことで、女

性医師にとっても働きやすい職場として環境整備を行っているとの説明

を受けました。

https://satooya.shiga-med.ac.jp/%B3%D8%BA%D7%B0%C6%C6%E2%A5%C1%A5%E9%A5%B7.pdf
https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/10/04103342.html
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0014.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0499.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0515.JPG


 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に、内科でのカンファレンスの様

子を再現いただき、学生達に雰囲気を体験させていただきました。

最後は、緩和ケア病棟とヘリポートを見学させていただき、ヘリポー

トでは全員で写真撮影を行いました。

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
夕方からは、宿泊先である彦根市のグランドデュークホテルにおいて

交流会を開催しました。

 
交流会の第一部では、平尾米原市長の挨拶の後、米原市福祉支援局の

馬渕局長からは「米原市の現状と10年後を見据えた医療福祉の在り方」

というテーマで、彦根市立病院の日村副院長からは「在宅医療支援への

取り組み」というテーマで、それぞれ米原・彦根両市の将来への取り組

みについてご講演をいただきました。また、地域包括ケアセンターいぶ

きの畑野センター長からは、米原市での地域包括ケアについてのお話を

いただきました。

 

 

 

 

 

 

 

交流会の第二部では、訪問先の病院長を始めとする先生方や行政の

方々、里親・プチ里親の方々など総勢１６名の方にご参加いただき、

各々の立場での地域の医療についての考えや思い等をお話しいただく

等、貴重な意見交換、懇談の場となりました。

そして、最後にプチ里親の川村啓子さんのご提案で、龍笛演奏に合わ

せて「琵琶湖周航の歌」を合唱し、交流会を終了しました。

なお、交流会第二部の最初に、彦根市のご厚意により、近年のゆるキ

ャラブームの火付け役となったマスコットキャラクターの“ひこにゃ

ん”がサプライズとして登場すると、会場は大いに盛り上がっていまし

た。

　　　　　　　　　　　　

　

https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0016.jpg
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0528.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0022.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0539.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0041_1.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0044_1.JPG


 

 

 

 

  

2日

目は、まず、米原市上板並地区を訪問し、地域の方々との交流・座談会

を開催しました。本企画は、地域包括ケアセンターいぶきの畑野センタ

ー長の発案によるもので、地域包括ケアセンターいぶきの畑野センター

長を始めとするスタッフの皆様方や上板並地区にお住いの伊賀並正信氏

等の地域住民の方々のご協力により実現することができたものです。

初めに、上板並地区にある万傅寺本堂内において企画いただいた畑野

センター長、伊賀並氏からご挨拶をいただいた後、「地域の人と語り合

おう」と題して、地域の方々と学生が5つの班に分かれて、グループワー

クを行いました。

最初はお互い遠慮がちでしたが、身近な「地域の魅力」「ケアセンタ

ーいぶきと住民とのかかわり」についての話では、身を乗り出して想い

を学生に熱く語ってくださいました。　その後は、テーマごとに学生が

発表を行いました。本研修では、住民の地域への愛着とケアセンターい

ぶきへの信頼の強さを感じさせられるものとなりました。

 

 

 

 

 

 

 

 

　昼食は、上板並地区の皆様に地元で採れた食材を使った家庭料理でも

てなしていただきました。ケアセンターいぶきの皆様、そして、上板並

地区の皆様、本当にお世話になり、ありがとうございました。

なお、上板並地区での研修の様子は畑野先生の作成されたホームペー

ジで詳しく掲載されています。

 

 
 
 
 
 

午後からは、国宝・彦根城を自由散策した後、本研修の最後として、

公益財団法人豊郷病院を訪問しました。

https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC01813.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0608.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0110.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0643.JPG
http://www.ibukiyama1377.sakura.ne.jp/2013/2013-08-29.html
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC01856.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0661.JPG


  豊郷病院では、豊郷町のマスコットキャラクターである「よいとちゃ
ん」を始め、病院関係者の出迎えを受け、まず、友吉名誉院長から豊郷

病院創設者の伊藤長兵衛氏や地元出身の豪商の地域への貢献、近江商人

の「三方よし」の信条についてのお話をいただきました。次に蔦本病院

長（滋賀医大2期生）からは、滋賀医科大学が守山仮校舎から瀬田に引っ

越した当時の少人数で家庭的な学生生活の思い出話を聞かせていただき

ました。その後、この病院の特色である精神科病棟を始めとする院内を

見学させていただきました。

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
今回も、また、地域の方々を始めとして、各地域の医療関係者等多く

の方々にご協力いただき、ふれあいのある心温まる研修となりました。

この場をお借りして、ご協力いただきました皆様方に厚くお礼申し上げ

ます。ありがとうございました。

  なお、今回の研修では、京都新聞による取材がありました。

https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0675.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0154.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0155%201.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC_0163.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/IMG_0700.JPG


プチ里親の方から　勉強会のお知らせです（１１月１６日開催）

2013年9月27日

「彦根市の地域医療を守る会」　第２３回　勉強会

日　時　：　１１月１６日（土）１０：００〜１１：３０

場　所　：　彦根市立病院　医療情報センター

テーマ　：　「明日からできる認知症対策」

　　〜地域医療を守るために〜

講　師　：　認知症介護指導者　赤沼　フサ絵　氏

☆詳しくは、こちらをご覧ください⇒⇒⇒

https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/09/27100215.html
https://satooya.shiga-med.ac.jp/%C9%A7%BA%AC%BB%D4%A4%CE%C3%CF%B0%E8%B0%E5%CE%C5%A4%F2%BC%E9%A4%EB%B2%F1%A1%A1%C2%E8%A3%B2%A3%B3%B2%F3%CA%D9%B6%AF%B2%F1.pdf


プチ里親の方から　勉強会のお知らせです（９月２１日開催）

2013年8月20日

　「彦根市の地域医療を守る会」　第２２回　勉強会

　日時：　９月２１日（土）　１０：００〜１１：３０

　場所：　彦根市立病院　医療情報センター

テーマ：　「あなたの命を守るために」〜救命の連鎖について〜

　　講師：彦根消防本部警防課救急管理係長　門西　吉則氏

　「市民との緊急ホットライン１１０番」〜地域の安全・安心を守るために〜

　講師：滋賀県彦根警察署巡査部長　藤田千人氏

☆詳しくはこちらをご覧ください　→



地域理解・交流事業「宿泊研修」日程決定

2013年8月 8日

地域理解・交流事業「宿泊研修」日程
　〜彦根・米原方面の医療と歴史・文化を学ぶ〜

●８月２８日（水）１日目
滋賀医科大学 （ 出 発 ） 〈8:45〉

　↓
　伊吹パーキングエリア（休憩）〈9：30〜9：45〉

　↓
　伊 吹 山 （登頂・見学）〈10：30〜11：30〉

　（雨天時：醒ヶ井養鱒場、地蔵川）
　↓

　醒 井 水 の 宿 駅 （昼食）〈12：30〜13：30〉
　↓

　彦 根 市 立 病 院 （説 明 ・ 見 学 ）〈14：00〜16：00〉
　↓

　グランドデュークホテル〈16：30頃到着〉

　（交流会・宿泊）〈17：30〜〉

 夜は地元の方々・里親の先生方との意見交換、交流会

8/28（水）グランドデュークホテル　での　交流会日程

17：30〜　交流会〈第１部〉

　講演/意見交換等

米原市役所　福祉支援局　馬渕　英幸局長

「米原市の現状と１０年後を見据えた医療福祉の在り方」

彦根市立病院　日村　好宏副院長

「彦根市の現状と在宅医療に対する取り組み方について」（仮題）

コメンテーター　地域包括ケアセンターいぶき

　畑野秀樹センター長

18：30〜　交流会〈第２部〉

　学生報告会/懇談/会食

21：00〜　学生同士交流会

●８月２９日（木）２日目
　グランドデュークホテル（出発）〈8:30〉

　↓
　地域包括ケアセンターいぶき（地域交流・昼食）

　〈9:30〜12:30〉

　米原市上板並地区の方々との
タウンミーティング

　その後、地元の食材を使用した料理をいただきます

　↓
　彦 根 城 （見学）〈13：30〜14：30〉

　↓
　豊 郷 病 院 （説 明 ・ 見 学 ）〈15：00〜16：00〉

　↓
　滋賀医科大学 （解散）〈17:15頃〉

 ↓
　瀬 田 駅 （希望者ありの場合）

https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/08/08150210.html


宿泊研修における交流会のご案内

2013年8月 2日

「里親」・「プチ里親」にご登録いただいている皆様方へ

滋賀県で働いておられる医師・看護師・保健師・助産師の皆様方へ

　里親学生支援室では、８月２８日（水）・２９日（木）に

彦根・米原方面で宿泊研修を実施します。

　８月２８日の夜には、里親・プチ里親の方々や地域で勤務されて

いる医師・看護師・保健師・助産師の皆様と参加学生との交流会を

下記のとおり行いますので、是非ともご参加ください。

　参加お申し込みの場合は、①第１部・第２部のいずれから

ご参加のご予定であるかと、②住所、氏名、連絡先等を電話・

FAX・メールで８月１４日（水）までに里親学生支援室へお知ら

せください。

　また、ご多忙とは存じますが、開始のそれぞれ１０分ほど前

までには会場にお越しくださいますよう、お願いいたします。

記　　

１、日　時 平成２５年８月２８日（水）

第１部　講演・意見交換　　

午後５時３０分〜午後６時３０分

（講演：「米原市の現状と１０年後を見据えた医療福祉の在り方」

米原市役所　福祉支援局　馬渕　英幸局長

「彦根市の現状と在宅医療に対する取り組みについて」(仮題）

彦根市立病院　日村　好宏副院長　

コメンテーター：地域包括ケアセンターいぶき 畑野　秀樹センター長）

第２部　学生報告会・懇談・会食

午後６時３０分〜午後８時３０分

の予定

グランドデュークホテル

彦根市佐和町１１番地３６号　（TEL）０７４９−２４−１１１２

ＪＲ琵琶湖線「彦根駅」から徒歩3分
 関連URL　 http://www.gdh.jp/access/index.html

２、会　場

https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/08/02105718.html


里親登録学生と里親学生支援室員の顔合わせ（懇談会）を行いました

2013年7月 8日

　６月２０日（木）の昼休みに、里親登録学生（新規登録学生９名を含む）と里親学生支援室員との懇談会を、ＣＭＣ

（クリエイティブモチベーションセンター）ホールで開催しました。

今回は、里親登録学生だけでなく、滋賀県からの奨学金を受給している学生にも参加を呼びかけたところ、併せて二

十数名の参加者がありました。

　まず、初めに室員及び学生の自己紹介が行われ、次に、垰田室長から里親学生支援事業の概要についての話があり、

今年度の事業計画について具体的な説明がありました。学生には、里親の事業に積極的に参加することで滋賀県をもっ

と知ってほしい、また、地域をめぐる中で、その土地の人たちの期待を肌で感じ取って欲しいとの呼びかけがありまし

た。

今後の事業

１　学生と里親とのマッチング（新入生、他２名）

２　県内出身自治医科大学同窓会ワークショップへの参加（７〜９月）

　　報告会は、秋か冬

３　夏期宿泊研修　彦根・米原方面（８月２８日〜２９日）

４　教職員対象のＦＤ研修会（秋）

５　里親・プチ里親との研修会・意見交換会（１月）

６　春期宿泊研修（３月）

https://satooya.shiga-med.ac.jp/past/2013/07/08143234.html
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC01746.JPG
https://satooya.shiga-med.ac.jp/DSC01743.JPG


２０１３年度　事業計画
2013年5月 8日

４月〜３月　 　里親学生支援室において本取組の実務を行う。

４月〜５月　 　新入生に対して、参加登録の募集を行う。

５月　 参加登録希望学生の属性や希望事項等の調査を行う。

６月　 学生と「里親」をマッチングさせる。

６月　 里親学生支援室員と学生との懇談会を行う。

８月　 県内出身自治医大同窓会主催のワークショップに参加する。

８(９)月 夏期宿泊研修を実施する。

　　（滋賀医療人育成協力機構と協同で実施）

１０月　　　　　   若鮎祭（学園祭）開催時に滋賀医療人育成協力機構と協同で

 『地域「里親」ブース』を開設し、取組事業のPRを行う。

里親、プチ里親と学生との交流の機会ともする。

１０月〜１１月　教職員向けのＦＤ研修会を開催する。

　（滋賀医療人育成協力機構と共同で開催）

１１月　 医学科学士編入生に対して、参加登録の募集を行う。

１月　 「里親」「プチ里親」向けの

　ＦＤ研修会・意見交換会を開催する。

　　（滋賀医療人育成協力機構と協同で開催）

３月　　　　　　   春期宿泊研修を実施する。

　　（滋賀医療人育成協力機構と協同で実施）

３月　　　　　　   次年度の計画をたてる。
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プチ里親の方から勉強会のお知らせです

2013年4月22日

「彦根市の地域医療を守る会」第２１回　勉強会

日　時：　６月１５日（土）　１０：００〜１１：３０

場　所：彦根市立病院　医療情報センター

テーマ：『看護師不足』

今彦根市立病院で何が起こっているのか

　　その現状と対策について

講　師：彦根市立病院　副院長兼看護部長　古川純子氏

２０１２年度　活動実績

2013年4月17日

平成２４年　４月　１日　里親学生支援室（継続設置）における新年度業務を開始

平成２４年４月７日〜５月上旬　

１年生に対し、新入生オリエンテーションや医学概論Ⅰ

などの時間を利用してプロジェクトの説明

パンフレットを配布して参加学生を募集

平成２４年　４月１８日　里親学生支援室会議開催

平成２４年　４月２５日　里親学生支援室だより　No.８発行

平成２４年　５月１４日　里親バンク登録の「里親」と参加学生とのマッチング

決定（年度初回）

平成２４年　５月２５日　里親バンク登録の「里親」と参加学生とのマッチング

決定

平成２４年　６月１２日　里親学生支援室員と参加希望学生との懇談を実施

支援対象学生の確定・支援内容の具体的説明・学生の

属性や希望事項等の調査

平成２４年　８月２５日　里親登録学生１名を含む、滋賀医科大学生２名が県内

出身自治医科大学同窓会主催のワークショップに参加

平成２４年　８月２８日〜２９日

宿泊研修「永源寺等東近江方面の医療と歴史・文化を

学ぶ」を実施

参加者数　学生１３名（内自治医科大学生１名含む）　

教職員９名

（内機構職員１名含む）

（滋賀医療人育成協力機構との協同で実施）

平成２４年　９月１３日　里親学生支援室会議開催

平成２４年　９月２５日　里親学生支援室だより　No.９発行

平成２４年１０月２７日〜２８日

若鮎祭（学園祭）開催時に「里親学生支援室ブース」

を開設（滋賀医療人育成協力機構との合同で開設）

平成２４年１１月２６日　里親学生支援室会議開催

☆詳しくは→→→ 
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平成２４年１２月　　　　「今時の学生」についてのアンケートを学内教職員、

県内研修施設で実施

平成２５年１月　　　　　編入生に対して、参加登録の募集を行う

平成２５年２月１４日　　「今時の学生」問題と教育方法改善に関する教職員向け

ＦＤ・ＳＤ研修会を実施（医療人育成教育研究センター

教育方法改善部門と共催、ＮＰＯ法人滋賀医療人育成協

力機構の後援）

平成２５年　１月３１日　里親・プチ里親対象の「ＦＤ研修会・意見交換会」

を開催

平成２５年　３月１８日〜１９日

宿泊研修「信楽等甲賀・湖南方面の医療と歴史・文化を

学ぶ」を実施

参加者数　学生８名（内自治医科大学生１名含む）　

教職員７名

（滋賀医療人育成協力機構職員２名含む）

（滋賀医療人育成協力機構との協同で実施）

信楽等甲賀・湖南方面での宿泊研修に里親登録学生が参加しました！

2013年4月11日

「信楽等甲賀・湖南方面の医療と歴史・文化を学ぶ」と題し、３月１８

日（月）１９日（火）の２日間、ＮＰＯ法人滋賀医療人育成協力機構と

里親学生支援室が共催で実施した宿泊研修に本学学生８名（内里親登録

学生４名）が参加しました。

　１日目、まずは地域の歴史・文化を学ぶ目的で甲賀市甲南町にある３

００年前に建築され日本でただ１つ残る甲賀流忍術屋敷と、水口町にあ

る４つの池に囲まれてその名がつけられた大池寺を訪問しました。大池

寺には、江戸初期に小堀遠州の手によって作られたと伝えられる観賞式

枯山水庭園があり、参加者一同、その幽雅流麗な様に心休まるひと時を

過ごすことができました。

  午後からは、湖南市にある甲西リハビリ病院を訪問しました。

まず、飯田総務課長から、発症から２ヶ月以内に入院していただき早期

かつ集中的にリハビリテーションを提供するリハビリテーションに特化

した病院である等の説明がありました。次に、田中院長より「リハビリ

テーションの現状と地域が抱える問題」についてご講演いただき、リハ

ビリについて、医療関係者の中でも理解が深められていない現状と医療

保険制度と介護保険制度をめぐる現状と課題について学びました。ま

た、質疑応答などでは、学生から質問が活発によせられました。その

後、院内を見学させていただきました。
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特に、機能回復訓練室では、患者個々の在宅復帰を見据えての訓練が細

かにされている様子が伺えました。

    １日目の最後は、宿泊場所の「水口センチュリーホテル」での交流会

でした。

交流会１部では、ＮＰＯ法人みなくち訪問看護ステーションの統括所

長・認定訪問看護師の駒井和子氏から「訪問看護について」というテー

マで、訪問看護の活動風景なども写真などで見せていただきながら、そ

の役割や現状と課題についてもわかりやすく説明いただきました。

引き続き、２日目の訪問先でもある甲賀市立信楽中央病院の中島恭二

院長から、「小病院は連携を力に地域医療を支えよう」というテーマで

信楽地域における信楽中央病院の役割についてご講演いただきました。

また、交流会第２部では、公立甲賀病院長を始めとする訪問先の方々や

プチ里親の方々にもご参加いただき、学生や教職員とともに、それぞれ

のお立場から地域医療への想いを伝える和やかな交流の場となりまし

た。

 ２日目は、まず、信楽町にある甲賀市立信楽中央病院を訪問しました。

　平岡事務長から、甲賀市の概要や病院概要についての説明をいただき

ました。信楽町は甲賀市の中でも高齢者の占める割合が高く、病院では

３ヶ所の出張診療所や訪問診療も担っているなどの説明を受けました。

その後、平岡事務長にご案内いただき、滋賀県最南端にある多羅尾出張

診療所を見学しました。当日は、診療の行われない日でしたが、施設内

を拝見し、地域の医療をささえる診療所となっていることを実感しまし

た。
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  午後からは、引っ越し間近でご多用な時期の訪問にもかかわらず、研

修を受け入れていただきました水口町の中心部に位置する公立甲賀病院

に伺いました。

  まず、本学卒業生でもある渡邊医局長よりご挨拶いただいた後、学生

達からも自己紹介を行いました。そして、望月事務部長より公立甲賀病

院組合の概要について説明をいただき、その後、２班に分かれて院内を

見学しました。今回は学生からの要望もあり、３年生の学生には、別に

プログラムを組んでいただき、患者を担当する各職種の集まる合同カン

ファレンスを見学する等の貴重な体験をさせていただきました。次に、

今年４月１日から開院する新病院の見学をさせていただき新病院の壮大

さに、時折、歓声があがっていました。最後に新病院長となられる清水

先生を囲み交流を図らせていただきました。

  今回も、また、多くの方々にご協力いただき、学生達にとっても甲

賀・湖南市における地域医療や歴史・文化を理解する大変有意義な研修

になったようです。この場をお借りして、ご協力いただきました訪問先

を初めとする皆様方に厚くお礼申し上げます。ありがとうございまし

た。

 なお、今回の研修では、朝日新聞による取材がありました。
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